
令和７年度予算特別委員会
埼玉県議会令和7年2月定例会は、2月19日㈬から3月27日㈭まで行われました。予算特別委員会では、各会

派の所属人数により質疑時間が割り振られており、部局別審査では連日質疑に立ち、総括質疑では知事に対
し、里親委託推進事業について、認知症医療支援体制の充実について問いました。質疑内容をご報告いたしま
す。(一部抜粋)

いつもありがとうございます。多くの皆様にお支えいただきお陰様で議員生活10年が経

過しました。様々な課題に取り組み、お役に立てた時の喜びや政策が実現できた時の達成
感など日々やりがいを感じています。特に県議会議員となり、埼玉県全体をみることができ
ました。川口市は東京都に隣接し、政令指定都市であるさいたま市に埋没しないよう埼玉
県のリーディングシティとして暮らしやすいまち、誇れるまちであり続けなくてはならないと強
く感じています。

引続き政党に属することなく、県民目線・市民目線の政策提案を行い、現場第一主義で邁
進してまいります。頑張ります！！
さて、今号は令和7年度予算特別委員会についてや新規事業ついて等ご報告いたします。

令和7年度予算特別号

3月11日 総務部・県民生活部
・スポーツインライフ推進事業 →パラアスリートを招いてのレクリエーション大会の開催の参加者が増え
るよう、開催時期や場所の検討を問いました

3月12日 福祉部
・聴覚障がい児聴能訓練事業費 →一般質問で取り上げ言語聴覚士の増員が図られるようになりました
・共生社会づくり推進事業 →ヘルプマークの配布方法について問いました
・障がい者芸術・文化活動推進費 →企画展でのワークショップの開催の可能性について問いました
・社会的養育の充実 →里親委託率について問いました

3月13日 保健医療部
・がん患者支援の推進 →小児がんについての理解促進について問いました
・認知症医療支援体制整備事業費 →認知症疾患医療センターの増設について問いました

 3月14日 教育委員会
・特別支援学校の過密対策 →会派で視察し要望してきた県立和光南特別支援学校の全面改築に向け
た基本設計等の予算がつきました

・優秀な教員の確保 →大学生への働きかけについて問いました

3月17日 警察本部
・県民の暮らしの安全確保に向けたトルコ語部内通訳人の育成 →一般質問で取り上げ2ヵ年で6
名育成されることになります

・地域防犯活動推進費 →防犯指導班「ひまわり」の体制強化について問いました



今年度は志木市2校、毛呂山町2校をモ
デル校とし、小学校で本来の登校時間前
に、見守り員を配置して始業まで小学校
低学年をお預かりします。
保育所へ子どもを預けられた時間より

も小学校の登校時間が遅く、この為に保
護者が退職、転職などする必要性に迫ら
れることがあったことから、「小１の壁」と
言われ社会問題になっています。

令和7年度予算

主な新規事業

解説

解説

昨年の一般質問で工業高校の環境整備
や教員の質の向上について取り上げまし
た。

地域における産業界と工業高校の持続的
な連携体制を確立していきます。大宮工
業高校を先導校とし、東西南北1校ずつで

行います。「県立川口工業高校」も選ばれ
ており、教員実技研修、小中学校との連
携も更に力を入れていくものです。



解説

深刻化している特別支援学校の教室
不足や老朽化に対応するため、「県立八
潮高校」「ふじみ野市立東台小学校」の
跡地を利用して、それぞれに小中高校部
合わせて２５０名、１５０名前後を受け入
れる特別支援学校を設置する基本設計
を始めます。

また、既に定員を超えている「県立和光
南特別支援学校」については、所属会派
「無所属県民会議」で現場確認のための
視察を行い、県教育委員会に問題提起
と状況の改善要望を行っていました。

そして、「県立川口特別支援学校」につ
いては、北棟と中央棟の2棟を増築しま

す。増築によりプールがなくなってしまっ
たので、しっかりと水泳の時間を確保で
きるよう、周辺の施設や学校との連携を
予算特別委員会で問いました。

解説

サイバー空間犯罪や特殊詐欺にみら
れるような匿名・流動型犯罪グループ
への対応として、埼玉県の警察官定数
を１７５人増員し１１,６９９人としました。
今年度川口警察署には3人、武南警
察署には2人それぞれ増員となります。

解説

民生委員は、担当する区域において、
住民の生活上のさまざまな相談に応
じ、行政をはじめ適切な支援やサービ
スへの「つなぎ役」としての役割を果た
すとともに、高齢者や障がい者世帯の
見守りや安否確認などにも重要な役
割を果たしています。

全国的にみても欠員が生じている状
況です。仕事内容の精査や負担軽減、
担い手確保が喫緊の課題となってい
ます。

解説

物流業界の人手不足対策に対応す
るための支援で、女性ドライバー採用
の促進が期待されています。
中小企業には補助率1/2・上限額
200万円
小規模企業者には補助率2/3・上限
額266万6千円



解説

埼玉県の救急搬送の約７割は７５歳以
上の方が占めています。この中で、特に
搬送が難しかった７５歳以上重症救急患
者を積極的に受け入れる医療機関には、
埼玉県が補助をします。

これまでの「小児二次輪番病院」などに
加えて、新たに２２時から翌８時まで入院
が不要な子供の軽症者を受け入れる拠
点医療機関を県内２か所に整備します。
これまでは、「小児二次輪番病院」が同時
間帯に、入院が不要な軽症者と中等症以
上の患者を受け入れていましたが、今後
は「小児二次輪番病院」の負担を軽くし効
率的な医療体制となることが期待されて
います。

解説

全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・みどりに対する国民的理解を深めるために、公益社団法
人国土緑化推進機構と都道府県の共催により開催する国土緑化運動の中心的行事です。
昭和25年に「第1回植樹行事並びに国土緑化大会（第21回大会からは「全国植樹祭」が正式名称）」として
山梨県甲府市で開催されて以来、各都道府県において毎年春季に開催されています。

これまでの大会では、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、県内外からの多くの参加者と共に、式典行事や
記念植樹が行われています。
埼玉県では、昭和34年の第10回以来66年ぶりとなる第75回全国植樹祭を令和7年5月25日㈰に開催！

埼玉県の特色を活かした大会の基本方針
（1）全国植樹祭の開催を契機として、豊かなみどりを県民全体で次の世代に引き継ぐという機運を高めて、
緑化運動と森林資源の循環利用を推進し、SDGsにも繋がる機会となる大会にします
（2）埼玉県の豊かな自然や歴史・文化等の魅力を全国に向けて発信します
（3）県民全体で「おもてなしの心」でお迎えし、全国植樹祭に参加される方の心に残るような大会となるよう
努めます

式典会場・植樹会場：秩父ミューズパーク（秩父市、小鹿野町）

サテライト会場：エミテラス所沢（所沢市）・深谷テラスパーク（深谷市）・モラージュ菖蒲（久喜市）
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